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加熱した131釦多糖類希薄液の粘性について
13140多糖塀は，AIcaligenes faecalisvar・myX一
〇genesNTK－u，IFO13140によって生産されるカード
ラソ塾の多糖類である。カードラソ塾の粘質物は，植物
やカビ，酵母などの細胞壁の構成成分，あるいは予備の
多糖類として広く分布しているものである。大阪大学産
研の原田鰭也氏はAIcaligenesfaecalisvar・myX－
ogeneslOC3の生産する中性多糖塀にカードラソ（Cur－
dlan，10C3K－pOlysaccIlarid可と命名した。このもの
は，水に分散させ2′、ノ3分加熱すると∴弾力性のあるし
っかりしたゲルを形成する。武田薬品（株）では，この
カードラソ産生菌のmutantとしてNTK－u，IFO13140
を得ることに成功し，これから生産される多糖叛を食品
用の粘質物として使用する目的で開発を進めている○カ
ードラソ型の粘質物は，pHが2′、ノ9．5の広い範囲で安定
なゲルを形成すること，また，加熱によって不可逆的匿
ゲルを形成する数少ない多糖涙であること，などの特徴
を有することが知られ，フルーツゼリー，ケーキ，クッ
キー，プディソグの製造などにも応用でき，また，めん
製炭に添加して品質改良に有効な与となどが知られてい
る。
著者は，この13140多糖類（PSと略称）の食品用粘
質物としての応用の基礎資料を得るため，その粘性につ
いて実験し，いささかの知見を得たので，以下に報告す
る。
実　験　方　法
1試料液の調製法
13140王）Sは，武田薬品（株）より，提供された製品を
用いた。
試料液の調製法は，武田薬品（棟）食品研究所の方法
に準じた。すなわち，PS粉末をホモジナイザーカップ
にひょう取し，加水したのちホモジナイザ一にて5分間
処理する。その徽　ただちに，共栓付き三角フラスコに
移し，所定の時間，室内にて膨潤させ，湯せんで加熱
後，流水にて急冷し，1時間室内に放匿したあと，粘度
を測定した。
なあ　加熱に際して，十分にかきまぜながら加熱しな
いと，いわゆる「ままこ」ができて，均一な試料液が得
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られないので，マグネチックスターラー付き湯せんを使
用した（ただし，沸臨水中での加熱には普通の湯せんを
使用し，時々涜絆した）。また，水分の蒸散を防ぐた
軌　長さ1mのガラス管を冷却管として，加熱容掛こ取
りつけた。
試料の濃度は，0．5，1．0，2．0及び3．0g／1の4種類と
した。調製した試料液は共せん付き三角フラスコに貯
え，これを分取して粘度を測定した。
2　粘度測定
粘度の測定には，ブルックフィールド塾粘度計（東京
計測（株）製ビスメトロソVA塾）を使用した。すなわ
ち，試料液を静かにふりまぜたのち，駒込ピペットを用
いて25．Omlを測定用密閉スリープにとり，25．00士
0．20Cに調節した恒温水槽（KOMATSUSOLIDATE，
mD製クールニクス）に浸し，10′一30分間保温したの
ち，測定を開始した。ローターは低粘度用（測定範囲：
1′一100cPs）を使用し，粘度は第1表によって算出し
た。
第1表　測定範囲と乗数
（注）粘度の算出法
ローターと回転数の組合せに応じて，粘度計の
目盛板の読みに換算乗数を乗じて求める0表示
ッマミのHは高速低粘度の場合，Lほ低速高粘
度の場合に使用するもので，今回の実験には，
Hを使用した。
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爽　験　結　果
1　加熱温度と粘度
PSは水サスペソジョソを加熱することによって，弾
力性のあるゼリーを形成することが知られているが，
3．0g／1の雄度以下の希帝液では加熱してもゼリー化せ
ず，強粘性液になる。そこで，このPS希称液が貴高粘
度を示す加熱温度を求めた。
奨険条件
PS浪虔：3．0g／1
膨潤時間：24時間（室内）
加熱温度：600，700，750，800Cおよび沸騰水
（約950C）中の5段階
加熱時間：水槽につけてから10分間
その結果は，第2表および第1図の通りで，ローター
の回転数（ズリ速度）にかかわらず，600Cから温度が上
昇するにつれ，粘度は高くなり，750Cで最高粘度が得ら
れた。沸騰水中で加熱したものは最も低い値を示した。
第2表　PS希薄液の加熱温度と粘度の関係
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第1図　PS希薄液の加熱温度と粘度の関係
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2　加熱時間と粘度
希薄な高分子化合物の粘性は，加熱時間によってかな
り影響をうけることが知られてる。このPSについて
も，そのような債向があるのではないかと考え，次にこ
の点について検討した。
実験条件
PS浪虔：0．5，1．0，2．0及び3．0g／1
膨潤時間：24時間（室内）
加熱時間：（水槽につけてから）5，10，15，
および20分の4段階
第3蓑の（1）一（4），および第2′、′3図に示したように，
いずれの渡度のPS液についても，またズリ速度にかか
わらず，加熱時間が長くなるにつれて，粘度は低下する
傾向を示した。
特に，2．0および3．0g／1では，0．5および1．0g／1にくら
べて粘度低下の債向がかなり急激である。また，この結
果から流動曲線を措いてみると，第4′一9区匿示した通
り，明らかに非ニュートソ流動を示した。
舞3表　PS希薄液の加熱時間と粘度の関係
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第4回　PS液の回転速度と粘度の関係
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第5図　PS液の回転速度と粘萱の関係
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第6図　PS液の回転速度と粘度の関係
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第7図　PS液の回転速度と粘度の関係
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第8回　PS液の回転速度と粘度の関係
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舞9図　PS液の回転速度と粘度わ閑虜
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3　加熱前膨潤時間と粘度
次に，加熱前に行なう膨潤の時間が，調製されるPS
液の粘度にいかなる影響をもつかを知るためにi　ホモジ
ナイズ直後，24，48，72，およびユ亜時f乱　それぞれ膨
潤した後め5段階にわけて，粘度を測定した。その結
見　ホモジナイズ直後では，加熱時にPSがママコ状に
なってしまい均一なPS液が得られず，膨潤時間が必要
と思われる。しかし，5′、ノ6月の余り気温の高くない時
期に行なった測定と，7月の気温が高くなった時期に行
なった測定とで，その粘度を比較してみると，第10′一12
回に示したように，両者とも，膨潤時間が長くなるに従
って粘度はかなり低下する懐向がみられるが，後者のほ
うが前者よりも粘度低下率がかなり大きいことが判る。
これはおそらく膨潤時の水温の影響と思われたので，冷
蔵庫内で膨潤を行なわせた試料液について粘度を測定し
た結果が第13画で，この場合は，膨潤時間が長くたって
も粘度の低下は簸られない。このことから，PSは，粉
末のサスペソジョソの状態や（加熱せずに）放匿すると
水温が商いほど，加熱後の粘度が低下することが知られ
たわけで，実用上，注意を頁することである。
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第10回　PS液の加熱前膨潤時間と粘度の関係
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第11図　PS液の加熱前膨潤時間と粘度の関係
革
、＼一一一㌧－＼．
S汲過度2．0g／且
00cl0分加熱
●　5～6月調製
0　7月　　　〟
去∴ll
24　48　72
膨潤時間（hm）
144
長野県短期大学紀要
?
（???????
????????????????????
（ ? ? ? ? ? ?
??????????????????
（ ? ? ? ? ? ?
第12回　PS液の加熱前膨潤時間と粘度の関係
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4　粘度の経日変化
（川2）
荻原らは，繊維素グリコール酸ナトリウム（CMC－Na）
およびメチルセルロース液の粘性の経日変化について検
討し，放置温度が高いほど，また，日光があたると，粘
性低下が促進されることを指摘した。
著者は，加熱したPS液について，室内の明所と暗所
に放置した場合の粘性の経日変化について検討した。試
料液を無色透明の共せん付三角フラスコに入れて，実験
室内の明所および膳所に5月27日より6週間放置し，1
週間毎に粘度を測定した。なお，この期間の気温は22．9
′、ノ27．10Cであった。
粘度の経日変化は，調製直後の粘度（cPs）を100とし
た場合の相対値であらわし，図には「粘度のR値」と略
記した。
第13図　冷蔵庫内で，膨潤させたPS液の加熱前膨
潤時間と粘度の関係
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PS濃度：3．0，2．0および1．0g／1
膨潤時間：24時間（室内）
加熱温度：800C
加熱時間：（水槽につけてから）10分間
第14′、ノ16回にその結果を示した。
1・Og／1の試料液については，ほとんど粘度の変化はみ
られず，明所保存，暗所保存いずれも同様な憤向をみ
せ，日光の影響は少ないことを示した。しかし，2．0g／1
の明所保存試料では，4過日以降になると，10％程度で
はあるが，粘度が低下する便向を示した。これに対し，
膳所保存の試料では，ほとんど粘度低下はみられず，む
しろ高くなる傾向さえみられた。さらに，3．0g／1の場合
第14図　PS液を室内の明所・暗所に保存した時の粘度の経日変化
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第15図　PS液を室内の明所・暗所に保存した時の・粘度の縫目変化
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第16図　pS液を室内の明所・暗所に保存した時の粘度の終日変化
〇時所保存
○明所保存
PS液濃度一工．og／且
0　　工　　2　　3　　4　　5　　6
保有日数（過つl
ほ，2週目から粘度が低下しはじめ，3・週酎こなも10｝
15線　4過日以降でほ38％硬度の低下がみられ，この場．
食は，膳所保存のものも，ほぼ同様の慣向で粘度が低下
した。3、週目までは，わずかながら，暗所保存の億うが
明所保存のものより粘度低下が少なく，幾分，日光の影
響があるとも考えられたが，判然としなかった。
要　　　　　約
カードラソ塾粘質物，13140多糖類（PSと略称）の
希薄液を加熱して得られる強粘性液の粘性について検討
したq
（1）希薄なPS液の粘度は，加熱温度，加熱時間，お
よび加熱前膨潤時間，さらに膨潤の際の水温匿．よって，
大きな影響をうける。
拉）加熱時間および膨潤時間が長くなると，加熱後の
PS液の粘度はそれに応じて低下する。
（3）膨潤の際の水温が高いほど，加熱後のPS紋の粘
度は低下する。．
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（4）加熱温度については75Dcで最高・粘度が得られ，
それ以上でほかえサて粘度は低下する▲。
（5）加熱したPS液の粘度の室温における・経日変化
は，3．0g／1よりも低い渡度では，それほど大きな変化は
みられなかったが，3．0g／1液の粘度は，3週目において
20（ノ30％の●低下率を示した。日光の影響については，幾
分粘度低下を促進するかと思われるが明確ではなかっ
た。．
本報告を行なうにあたり，終始御指導，御鞭鐘を賜
わり，かつ御校閲いただいた修紅短期大学長永沢借博
士，ならびに試料を提供していただいた武田薬品（株），
宍険器具に便宜を図っていただいた本学助教授荻原和夫
氏に深謝いたします。
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